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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第110期

第３四半期連結
累計期間

第111期
第３四半期連結
累計期間

第110期
第３四半期連結
会計期間

第111期
第３四半期連結
会計期間

第110期

会計期間

自平成20年
12月１日
至平成21年
８月31日

自平成21年
12月１日
至平成22年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成22年
６月１日
至平成22年
８月31日

自平成20年
12月１日
至平成21年
11月30日

売上高（千円） 8,840,8478,292,6252,489,4762,978,82312,383,301

経常利益（千円） 1,141,849860,908 177,450 250,1331,791,432

四半期（当期）純利益（千円） 686,603 514,859 103,524 146,279 979,093

純資産額（千円） ― ― 7,258,1077,946,9797,593,705

総資産額（千円） ― ― 10,250,87110,747,50511,013,436

１株当たり純資産額（円） ― ― 405.93 444.52 424.72

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
38.40 28.80 5.79 8.18 54.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ― ― ―

自己資本比率（％） ― ― 70.8 73.9 68.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
970,889△110,786 ― ― 1,611,886

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△184,079△529,552 ― ― △254,389

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△376,798△673,464 ― ― △389,509

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
― ― 2,098,8891,343,0602,656,864

従業員数（人） ― ― 511 525 508

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　　２　売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりません。

　　　　４　従業員数は就業人員であります。 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。 

　また、主要な関係会社についても異動はありません。 

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 
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４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年８月31日現在

従業員数（人） 525 (92)

　（注）１　従業員は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者

を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であ

ります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年８月31日現在

従業員数（人） 373 (39)

　（注）１　従業員は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）でありま

す。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

事業の種類別セグメントの名称 総重量又は製造原価 前年同四半期比（％）　

バルブ事業 213,446Kg ＋9.8　

メンテナンス事業 1,297,380千円 ＋14.3　

　（注）１　金額は、製造原価によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。　

事業の種類別セグメン
トの名称

受注高（千円）
前年同四半期比
（％）

受注残高（千円）
前年同四半期比
（％）

バルブ事業 1,411,586　 ＋25.9 4,602,456 ＋4.5　

メンテナンス事業 1,812,081　 ＋53.6 4,132,537 ＋2.4　

合計 3,223,667 ＋40.1 8,734,993 ＋3.5

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

バルブ事業 1,183,667 ＋19.4

メンテナンス事業 1,795,155 ＋19.9

合計 2,978,823 ＋19.7

　（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間
販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

三井物産プラントシステム㈱ 1,336,283 53.7 1,517,944 51.0

岡野商事㈱ 486,547 19.5 768,447 25.8

　 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。 

 

（1）経営成績の分析 

　　主に発電所で使用される高温・高圧バルブの製造販売を行う当社グループは、多品種少量の受注生産であるため、

メンテナンス事業とともに原子力関連事業特有の短期的な需要変動に期間損益が直接影響を受け易い環境にあり

ます。当期は例年に比べて、バルブ事業、メンテナンス事業ともに収益が下半期に偏重しており、このような中で、期

初は新設プラント向けバルブ納期の端境期とメンテナンス定期検査工事の閑工期が重なるなど厳しいスタートと

なりましたが、その後は期が進むにつれ着実に回復傾向で推移いたしました。

　　国内向けのバルブ事業におきましては、期初は大口案件がなく厳しい状況となりましたが第２四半期からは回復傾

向となり、当連結会計期間においても大間原子力発電所や上越火力発電所といった新設プラント向けを中心に売上

は増加基調を維持いたしました。

　　一方、海外向けバルブ事業につきましては、中国など主にアジア地域の新設火力発電所向けを主要な販売先として

おりますが、引き続く円高による価格競争力の低下が影響し、低調裡に推移いたしました。

　　メンテナンス事業におきましては、期初の閑工期から一転して第２四半期以降は多くの原子力プラントで定期検査

工事が開始され繁忙期となりました。当連結会計期間においても、昨年末に営業運転を再開した柏崎刈羽原子力発

電所7号機の定期検査工事が売上に寄与したことや例年閑工期となる夏場においても工事量が確保できたことから

売上高が増加いたしました。

　　損益面につきましては、バルブ事業では、その豊富な鋳込重量によって前期まで稼働率向上と製造原価引き下げを

牽引してきた中国等の火力発電所向け生産が減少したことや、国内新設プラント案件での限定的な顧客予算と厳し

い価格競争により受注価格が抑制されたことなどから、前年同期に比べて売上原価率が上昇することとなりまし

た。

　　メンテナンス事業では、第２四半期以降の繁忙期の中で自動メンテナンス機器類を活用した特殊工事を積極的に展

開し、省力化と付加価値の向上を図りました。また管理面においても繁閑に対応した適正な要員配置と工程管理の

徹底に努めました結果、ほぼ前年同期並みの原価率で推移いたしました。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高2,978百万円（前年同期比19.7％増）、経常利益250百

万円（前年同期比41.0％増）、四半期純利益146百万円（前年同期比41.3％増）となりました。

 

（2）財政状態の分析　

　　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ265百万円減少し、10,747百万円となり

ました。この主な要因は、たな卸資産が268百万円、固定資産が567百万円それぞれ増加した一方で、現金及び預金が

1,253百万円減少したことなどによるものであります。　 

　　負債合計は、前連結会計年度末と比べ619百万円減少し、2,800百万円となりました。この主な要因は、１年内返済予

定の長期借入金が500百万円減少したことなどによるものであります。

　　純資産合計は、前連結会計年度末と比べ353百万円増加し、7,946百万円となりました。この主な要因は、利益剰余金

が353百万円増加したことなどによるものであります。

 

（3）キャッシュ・フローの状況 

　　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間末と比べ732百万円減少し、当

第３四半期連結会計期間末には1,343百万円となりました。

　　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益を249百万円計上した一方で、売上債権の増加

400百万円、法人税等の支払い349百万円などにより、538百万円の支出となりました。

　　投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金預入れ60百万円、有形固定資産の取得44百万円などにより104百万

円の支出となりました。

　　財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払い81百万円などにより89百万円の支出となりました。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題 

　　当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

（5）研究開発活動 

　　当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は40百万円であります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　前四半期連結会計期間末において計画中の重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はありません。また、当

第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 59,400,000

計 59,400,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年10月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,930,000 17,930,000

東京証券取引所

市場第二部

福岡証券取引所

単元株式数

1,000株 

計 17,930,000 17,930,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成22年６月１日～

 平成22年８月31日
― 17,930,000 ― 1,286,250 ― 543,750

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（７）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

                                                                                平成22年５月31日現在

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

 無議決権株式 ― ― ―

 議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

 議決権制限株式（その他）　 ― ― ―

 完全議決権株式（自己株式等）
 （自己保有株式）

普通株式　 52,000
― ―

 完全議決権株式（その他）
普通株式

17,776,000
17,776 ―

 単元未満株式
普通株式

102,000
―

 １単元（1,000株）未満の

 株式

 発行済株式総数 　　　 　17,930,000 ― ―

 総株主の議決権  　　　　　― 17,776　　　　　 ―

 （注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権２個、すべて失

念株）、また「単元未満株式」の欄には、自己株式304株が含まれております。 

 

②【自己株式等】

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成22年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
㈱

他人名義
所有株式数
㈱

所有株式数
の合計
㈱

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

 （自己保有株式）

 岡野バルブ製造㈱
 北九州市門司区中町１番14号 52,000 ― 52,000 0.3

計 ― 52,000 ― 52,000 0.3

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
12月

平成22年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高（円） 826 895 896 898 944 932 865 825 780

最低（円） 735 770 799 751 851 790 805 760 604

（注）　株価は、東京証券取引所(市場第二部)におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年12月１日から平成21年８月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年12月１日から

平成22年８月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平

成21年８月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年12月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年12月１日から平成22年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

 

EDINET提出書類

岡野バルブ製造株式会社(E01609)

四半期報告書

10/24



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,603,060 2,856,864

受取手形及び売掛金 2,808,196 2,694,263

製品 130,234 127,347

仕掛品 ※1
 2,281,643 2,005,244

原材料 130,003 140,978

その他 308,426 269,909

流動資産合計 7,261,565 8,094,607

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※3,4
 864,899

※3,4
 917,574

機械装置及び運搬具（純額） ※2,3,4
 693,827

※3,4
 646,678

その他（純額） ※3,4
 1,190,708

※3,4
 675,335

有形固定資産合計 2,749,436 2,239,588

無形固定資産 12,014 4,043

投資その他の資産

投資有価証券 215,473 200,782

繰延税金資産 430,333 407,265

その他 86,282 73,750

貸倒引当金 △7,600 △6,600

投資その他の資産合計 724,489 675,198

固定資産合計 3,485,940 2,918,829

資産合計 10,747,505 11,013,436
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 482,837 364,280

短期借入金 － 500,000

未払法人税等 90,306 368,512

未払費用 210,336 521,575

賞与引当金 200,100 76,590

その他の引当金 25,450 13,000

その他 452,789 333,333

流動負債合計 1,461,820 2,177,291

固定負債

退職給付引当金 986,969 940,044

役員退職慰労引当金 202,635 190,279

その他 149,100 112,115

固定負債合計 1,338,705 1,242,439

負債合計 2,800,525 3,419,731

純資産の部

株主資本

資本金 1,286,250 1,286,250

資本剰余金 543,750 543,750

利益剰余金 6,149,133 5,795,179

自己株式 △31,987 △30,632

株主資本合計 7,947,146 7,594,547

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △167 △842

評価・換算差額等合計 △167 △842

純資産合計 7,946,979 7,593,705

負債純資産合計 10,747,505 11,013,436
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年８月31日)

売上高 8,840,847 8,292,625

売上原価 6,703,041 6,496,458

売上総利益 2,137,805 1,796,167

販売費及び一般管理費

役員報酬 139,117 139,154

給料手当及び賞与 307,876 318,809

賞与引当金繰入額 33,740 33,500

退職給付費用 51,908 50,553

役員退職慰労引当金繰入額 12,170 12,356

減価償却費 10,159 10,968

その他 494,654 504,736

販売費及び一般管理費合計 1,049,626 1,070,078

営業利益 1,088,178 726,088

営業外収益

受取利息 1,617 383

受取配当金 3,139 2,765

持分法による投資利益 27,926 14,555

受取賃貸料 19,459 22,243

補助金収入 － 95,021

その他 13,047 5,987

営業外収益合計 65,190 140,958

営業外費用

支払利息 11,192 4,858

その他 327 1,279

営業外費用合計 11,519 6,138

経常利益 1,141,849 860,908

特別利益

貸倒引当金戻入額 9,922 －

特別利益合計 9,922 －

特別損失

固定資産除却損 1,555 3,819

投資有価証券評価損 442 －

たな卸資産評価損 4,703 －

特別損失合計 6,700 3,819

税金等調整前四半期純利益 1,145,071 857,089

法人税、住民税及び事業税 502,985 437,070

法人税等調整額 △44,517 △94,840

法人税等合計 458,467 342,229

四半期純利益 686,603 514,859
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年８月31日)

売上高 2,489,476 2,978,823

売上原価 1,964,355 2,391,355

売上総利益 525,121 587,468

販売費及び一般管理費

役員報酬 46,385 46,352

給料手当及び賞与 83,263 83,538

賞与引当金繰入額 32,737 31,640

退職給付費用 17,304 16,861

役員退職慰労引当金繰入額 4,123 4,123

減価償却費 3,463 4,095

その他 171,296 157,814

販売費及び一般管理費合計 358,574 344,427

営業利益 166,546 243,040

営業外収益

受取利息 1,130 138

受取配当金 1,086 1,173

持分法による投資利益 485 －

受取賃貸料 7,004 7,729

その他 3,579 1,387

営業外収益合計 13,285 10,428

営業外費用

支払利息 2,377 －

持分法による投資損失 － 3,259

その他 4 75

営業外費用合計 2,382 3,335

経常利益 177,450 250,133

特別損失

固定資産除却損 733 137

特別損失合計 733 137

税金等調整前四半期純利益 176,716 249,996

法人税、住民税及び事業税 121,397 144,020

法人税等調整額 △48,205 △40,303

法人税等合計 73,192 103,717

四半期純利益 103,524 146,279
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,145,071 857,089

減価償却費 237,307 237,631

賞与引当金の増減額（△は減少） 132,700 123,510

退職給付引当金の増減額（△は減少） 53,020 46,924

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,595 12,356

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,909 1,000

受取利息及び受取配当金 △4,757 △3,149

支払利息 11,192 4,858

補助金収入 － △95,021

持分法による投資損益（△は益） △27,926 △14,555

固定資産除却損 1,555 3,819

売上債権の増減額（△は増加） 533,904 △113,933

たな卸資産の増減額（△は増加） △342,955 △268,312

仕入債務の増減額（△は減少） △108,613 118,557

その他 △6,149 △413,042

小計 1,624,035 497,732

利息及び配当金の受取額 4,874 4,154

利息の支払額 △11,033 △3,787

補助金の受取額 － 95,021

法人税等の支払額 △646,986 △703,907

営業活動によるキャッシュ・フロー 970,889 △110,786

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △60,000

有形固定資産の取得による支出 △179,941 △801,240

固定資産の除却による支出 △638 △514

無形固定資産の取得による支出 △3,500 －

補助金の受取額 － 332,201

投資活動によるキャッシュ・フロー △184,079 △529,552

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △212,500 △500,000

リース債務の返済による支出 △7,727 △19,705

配当金の支払額 △160,948 △152,403

自己株式の純増減額（△は増加） 4,377 △1,355

財務活動によるキャッシュ・フロー △376,798 △673,464

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 410,011 △1,313,804

現金及び現金同等物の期首残高 1,688,877 2,656,864

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,098,889

※
 1,343,060
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更 

完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　　請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりました

が、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）

及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成

19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用しております。

　これによる損益への影響はありません。　

 

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

棚卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半

期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によって

おります。

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年11月30日）

※１　損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と、こ　　

　　　　　れに対応する工事損失引当金は244,836千円（仕

掛品244,836千円）を相殺表示しております。　

　

　１　　　　　　　　　――――

　

※２　国庫補助金等による固定資産圧縮記帳額

　機械装置　　　　　　　　　　　　11,502千円

　

なお、補助金収入と固定資産圧縮損をそれぞれ

11,502千円相殺して表示しております。　

　

　２　　　　　　　　　――――　

※３　有形固定資産の減価償却累計額 5,284,411千円※３ 有形固定資産の減価償却累計額 5,109,004千円

※４　担保資産

担保に供されている資産について、事業の運営に

おいて重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末

日に比べて著しい変動が認められるものは、次のと

おりであります。

土地　　　　　　　　　　　　　　　 54,906千円　

建物　　　　　　　　　　　　　　　　6,200千円　

機械及び装置　　　　　　　　　　　　　 －千円

　計　　　　　　　　　　　　　　　 61,107千円

　

※４　担保資産

　

　

　

　

土地　　　　　　　　　　　　　　　188,825千円

建物　　　　　　　　　　　　　　　321,566千円

機械及び装置　　　　　　　　　　　389,539千円

　計　　　　　　　　　　　　　　　899,932千円

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

　該当事項はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金 2,258,889千円

預入期間３ヶ月超の定期預金 △160,000 〃

現金及び現金同等物 2,098,889千円

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金 1,603,060千円

預入期間３ヶ月超の定期預金 △260,000 〃

現金及び現金同等物 1,343,060千円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年８月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年12月１日　至　

平成22年８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

 株式の種類
 当第３四半期
連結会計期間末

 普通株式  17,930,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

 株式の種類
 当第３四半期
連結会計期間末

 普通株式  52,339株

 

３．配当に関する事項

　（１）配当金支払額 

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年２月25日

定時株主総会 
普通株式 71,516 4.0平成21年11月30日平成22年２月26日利益剰余金

平成22年６月23日　

取締役会　
普通株式　 89,388 5.0

平成22年５月31日

　

平成22年８月６日

　
利益剰余金　

 

　（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末後となるもの 

該当事項はありません。　　　　　　　　　

　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

 
バルブ事業
（千円）

メンテナンス
事業（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 991,6501,497,8262,489,476 ― 2,489,476

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― ― (―) ―

計 991,6501,497,8262,489,476 (―) 2,489,476

営業利益 80,965 290,497 371,462(204,915)166,546
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当第３四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

 
バルブ事業
（千円）

メンテナンス
事業（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 1,183,6671,795,1552,978,823 ― 2,978,823

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― ― (―) ―

計 1,183,6671,795,1552,978,823 (―) 2,978,823

営業利益又は営業損失（△） △12,960 400,828 387,867(144,826)243,040

 

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年８月31日）

 
バルブ事業
（千円）

メンテナンス
事業（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 4,661,6254,179,2218,840,847 ― 8,840,847

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― ― (―) ―

計 4,661,6254,179,2218,840,847 (―) 8,840,847

営業利益 679,962 889,8981,569,860(481,681)1,088,178

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年12月１日　至　平成22年８月31日）

 
バルブ事業
（千円）

メンテナンス
事業（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 3,776,5954,516,0308,292,625 ― 8,292,625

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― ― (―) ―

計 3,776,5954,516,0308,292,625 (―) 8,292,625

営業利益 75,2121,076,6521,151,864(425,776)726,088

　（注）１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品

(イ)バルブ事業……………高温・高圧用鋳鍛鋼弁、中・低圧用鋳鍛鋼弁、超低温用鋳鍛鋼弁、原子力用各種鋳鍛

鋼弁、石油化学用弁、各種安全弁、各種鋳鋼素材

(ロ)メンテナンス事業……各種弁定期点検、各種弁補修工事
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【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する支店及び連結子会社がないため該当事項はありません。 

　

　前第３四半期連結累計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年８月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年12月１日　至　平成22年８月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する支店及び連結子会社がないため該当事項はありません。 

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 238,230 109,910 348,140

Ⅱ　連結売上高（千円） ― ― 2,489,476

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
9.6 4.4 14.0

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1）アジア・・・・・・中国、インド、インドネシア等

(2）その他の地域・・・クウェート、サウジアラビア、オーストラリア等

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

　　　　　　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年８月31日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,419,074 215,205 1,634,279

Ⅱ　連結売上高（千円） ― ― 8,840,847

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
16.1 2.4 18.5

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1）アジア・・・・・・中国、台湾、インドネシア等

(2）その他の地域・・・ブラジル、クウェート、オーストラリア等

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年12月１日　至　平成22年８月31日）

　　　　　　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年11月30日）

１株当たり純資産額 444.52円 １株当たり純資産額 424.72円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 38.40円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため、記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 28.80円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため、記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 686,603 514,859

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 686,603 514,859

期中平均株式数（株） 17,882,140 17,878,460

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 5.79円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため、記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 8.18円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため、記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額  　

四半期純利益（千円） 103,524 146,279

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 103,524 146,279

期中平均株式数（株） 17,881,038 17,877,687

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　リース取引開始日が平成20年11月30日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引

に係る方法に準じて処理を行っておりますが、 当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年

度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。
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２【その他】

平成22年６月23日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　（１）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・89,388千円

　　（２）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・5.00円

　　（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・平成22年８月６日

　（注）平成22年５月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 平成21年10月７日

　岡野バルブ製造株式会社  

　取締役会　御中  

 有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 丸林　信幸　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 白水　一信　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 甲斐　祐二　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岡野バルブ製造株式

会社の平成20年12月１日から平成21年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平

成21年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年12月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、岡野バルブ製造株式会社及び連結子会社の平成21年８月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 平成22年10月５日

　岡野バルブ製造株式会社  

　取締役会　御中  

 有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 白水　一信　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 甲斐　祐二　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岡野バルブ製造株式

会社の平成21年12月１日から平成22年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年６月１日から平

成22年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年12月１日から平成22年８月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、岡野バルブ製造株式会社及び連結子会社の平成22年８月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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